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も う一周忌 もと うに 過 ぎた のに,西 川君(私 はつねに彼をそう呼んでいた。い
まも非礼を顧みず そう呼ばしてもらうことにする。)が世 を去 った とい う感 じが し
ない。 ヒ ョイ と出てきて例の大声 で元気 よ く話すだ ろ うとい う思 いが先 に立
つo
私が西川君をは じめて知ったのは 昭和26年,当 時東大経済学部で増山元
三郎先生が開いてお られた私的な推計学のゼ ミナールにおいてであった。当
時の聴講のメンバーには,林 周二,広 田 純,宮 下藤太郎,渡 部経彦,大 沢
豊,竹 内 清,石 黒隆司などの 諸氏があった。 私はその中の新米でかつ劣等
生だったのだが,西 川君は,新 制東大の一回生として経済学部に進学そ うそ
う,そ こに参加 したのである。
当時のテキス トはた しか ワル トの講義のプリソ'トだった と思 う。難 しい本
ではないのだが,リ ポー トに当った西川君は,入 門的に表現 してあるところ
を数学的に厳密に解説 しようとす るので,増 山先生につっこまれ,何 週間 も
黒板の前で苦闘 していた。要領 よくその場を しのぐことが嫌いで,徹 底的に
や り抜かないと気がす まない彼の性格は,そ のころもはっき りあ らわれてい
た と思 う。
昭和28年 西川君は,新 制東大の大学院の統計 コースに,第 一回の,し か
もただ一人の学生 として入学 した。 有沢広巳,内 藤 勝 の両先生,少 しお く
れて宮沢光一先生な どの専任の教官 と松川七郎,津 村善郎,斎 藤金一郎など
兼任の諸先生が,た った一人の一 のちに 田中穣二,中 村 貢氏 らが入学 し
たが一 学生を教育されたのである。 こんなに学生にとって贅沢だが,つ ら
い教育 もなかっただろうδ当時の指導教官はは じめは有沢先生,御 退官後は
内藤先生だった。
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内藤先生は西川君 が教養学部時代か らの恩 師で あ る。駒場時代の彼 が,内
藤先生 のゼ ミで ケ トレーを読 んでい る とき,何 か と推計学 の考 え方をひいて
議論 をす るので,ど うもおか しい と思 っていた ら,あ る日電車 の中で彼が北
川敏 男教授 の 『統計学 の認識』をひ らいた まま,グ ゥグ ゥ寝ていた ので ハハ
ァと思 った とい うのは,内 藤 先生 の一 つの話であ る。駒場 時代 の彼 は,ま た
学生運動 の闘士で もあ った らしい。 昭和26年 秋,駒 場 の大 ス トライキの時,
指導 部の一 人だ った とい う話は本人か らも内藤先生か らも聞いた ことが ある
が,私 は直接 知 らないので,「 らしい」 とい うことに してお くほかはない。
大学院に入 ってか らの彼 は,数 理統 計 と社会 ・経済統計 の両方を熱心 に勉強
しは じめていた。経 済統計 の方では シ ャウプの国民所得論や レオンチ エフの
5'tuaiesinStructureofAmericanEconomyを読んだ りした の も,そ の ころ
であ る。 当時の彼の暮 らしは決 して らくではなか った。毎晩,会 計の アルバ
イ トにい っていて,帰 宅は12時 近 くなるのだ とい う。 それ でいて昼間のゼ
ミに出て報告 した り,講 義を きいた りす るのだか ら,ず い分 つ らか ったに ち
がいない。 しか し頑 張 り屋の彼はその苦労を もの ともせずにお し通 した。
統 計学会で 「市場 と しての 農村」 とい う 共 同 リポー トを したの も 昭和32
年の ころであ る。 農家経済調査を丹念に再集 計 して,農 村市場 の拡大をあ と
づけ よ うとしたのであ った。西川君がその後 も農業 生産費 の分析に興味を も
ち,博 士論文 もそれを テーマに した のは,こ の ころか らの ことであった。 も
っとも勉強ばか りしていたのではない。 これ も昭和30年 ごろだ と思 うが 田
中穣二君 と三人で,金 峯山に登 った ことが あ る。10月 は じめの ことで,西
川君 は綿密 な性格を発揮 し,凡 そ考え られ る一切 の事態に備 えて,お そ ろ し
く大 きな リュックを背負 ってあ らわれた。 麓の金 山 とい う部落か ら,い きな
り急坂 にかか ると,彼 は荷の重 さでパテて しまい,道 は一 向はか どらない。
結局頂上を きわめた のは4時 近 く,し か も黒平 の方にお りかけ て沢に迷い こ
み,と うと う雨 を心配 しなが ら野宿 の始末 とな った。翌朝西川君は リゴック
か ら非常食糧 のパ ンや らアル フ ァ米や らを と り出 して大装備 の威力を示 して
くれた。次の 日は坦 々た る高原を塩 山の方に下 りて きた のだが,そ の時の写
3真はいまも私の手許にあ り,若かった 日の思い出になっている。
西川君が結婚 したのは 昭和33年だった と思 う。 周囲の反対を押 し切って
結ばれた二人の挙式は,神 田の学士会館で行なわれた。私は司会役を仰せつ
か り,宗教的な形式ぬ きで,二 人が婚姻届に署名,媒 灼の内藤先生御夫妻が
連署され るだけの簡素な式のあと,友 人連が ビールをのみなが ら二人をサカ
ナに熱をあげた。有沢先生もお見えにな り,あたたかいスピーチを して下 さ
った。
西川君は大学院を終えてのち,芝 浦工大に職をえた。かれの地味な しごと
が稔 りは じめ,経 済学博士の学位をえたのはそのころである。小樽商大か ら
助教授 として招かれたのはこのあとであった。私はその内談があった ことを
きき,彼 にぜひゆけとすすめ,彼 も知遇に感 じたとでもい うのか,こ ころよ
く赴任 した。 竹内 清氏はその間に熱心に彼に説 き,決 心をかためさせ る努
力をされた。増山先生のゼ ミナール以来の永い友情が西川君の上に注がれて
いるのを まざまざと見る思いが した。
西川君が赴任 してまもな く,昭 和39年の秋,私 は北海道を訪れて彼を官
舎にたずねた。奥さんは じめお子さんたちも元気で私をむかえて くれ,お ひ
るを御馳走になった上,い っしょに散歩 し,山 に上 り,コ ーヒーをのみ,最
後には夜汽車で函館に向う私を札幌 まで見送って くれて,い っしょに夕食を
して別れたのもなつか しい思い出である。その後,学 会や彼の上京め折な ど
に会 うことはあっても,ゆ っくり一夜を語 るような機会がないままに彼はア
メリカに留学 し,帰 らぬ人になって しまったのである。
小樽に うつってか らの彼は,学 問に専心できる条件 と,す ぐれた同僚 とに
恵 まれて,着 々と業績をあげていった。 また管理科学や統計学の講義にもい
かにも気がはいっていた らしいことは,折 々の 口ぶ りか らも察 しられた。い
ま,私 の机上には,テ キサスの彼の研究室か ら返送 された一束の未定稿があ
る。私はここまで書いてきて,筆 が進 まな くなるのをおぼえる。そ こには彼
が ようや く到達 した仕事の成果と,こ れか らしようとしていた仕事の見取図
とが含 まれているか らである。
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その第一は1970年3月 の 日付が あるW・B・Smith教授 との共 同論文,お
よび彼 の手書 きの5つ の論文草稿にみ られ るローテ ーシ ョン ・サ ンプ リング
に ともな う問題の研究であ った。そ こで彼は,こ れ まで とか く敬 遠 され てき
た標本抽 出のさいの ローテ シ ョンの問題 を精密に理論化 しようとこころみ,
それ に成功 しようとしていたので あ った。数理統計学 の専門家 としての彼の
面 目は この領域 の仕事に明示 され るはずだ った,と 今 さ らなが ら思 う。
第 二に,彼 は小樽に おいて管理科学 の講義を行ない,あ るいは他に概 論的
な書物 を まとめ ることを考えて,メ モをつ くっていた よ うであ る。そ の メモ
は大 き くは4章 に分たれ てい て,
1・OptimizationunderCertainty
2,0pもimiZationunderUncertainty
3.ColltrolTheory
4・ 電子計算機 とその応用
とな っていた。第1章 では極大極小問題 か ら入 って,線 型,非 線型計画法 に
お よび,第2章 では確 率を導 入 して情報量を考え,ベ イジ アソ,ミ ニマ ック
ス,ネ イマン=ピ ア ソンな どの 諸原則を検討 し,第3章 では 変分 か ら ター
ンパイ ク,自 動制御 までを扱い,第4章 で コンビ=一一ターにふれ る。 管理
科学 の しろ うとであ る私には この体系を評す る資格はないが,少 な くとも私
に はユ ニークな ものの よ うに思 われ る。そ してその 「序論」 の メモも一枚だ
けの こされ ている。 彼はそのなかでい う,「管理 科学は人間 行動 の合理性を
追 求す る学問であ って,人 間存在 の非 合理性あ るいは不条理 を対象 とす るも
ので もなければ,そ れに立脚す るもので もない」。 …… 「管理科学 の機械的
適用に対す るい ま しめ 人間性を 忘れた 適用は 必 らず 失敗 を まね く
"マクナマラ理論 のベ トナムに おけ る敗北"」,「管理科学にひそむ矛盾 一"管
理す る"と い う行動はす ぐれて人間的な ものであ る。だが管理の対 象が人間
を意味 す るときは それ は本質的矛盾に 逢着 す る。 人間は 自 らが"管 理 され
る"こ とに反逆す ることに よって 人間性のあか しをた て ることがで きるか ら
であ る」 一 かつ ての社会科学へ の情熱を,新 しい体系に盛込 もうとす る迫
5力 を,私 は これ らの文章のなかか らよみ とることがで きる ように思 う。
西川君 は人生の面で も,学 問の面 で も,さ まざ まな 曲折 を経 なが ら自分 の
道 を切 りひ らい てきた。 と くに 学問の面では,よ うや く 自分 のゆ くべ き道
を,み の り多か ったであろ うア メ リカ留学のなかで見出 し,帰 国 して まさに
そ の花 をひ らかせ よ うと した ときに倒れた ので ある。人 と しての彼は,そ の
明 るいはっき りした個 性で誰か らも愛 された。 また彼は後輩 に対 して も思 い
や りに あつ く,彼 の世 話にな った人が多か った ことを知 ってい る。 その彼が
最愛 の奥 さん と二 人の子供 さん とい っ しょにな くな くな る悲 運に遭遇 した。
哀惜,痛 恨な どとい う月並 な ことばではす まされない思いを,私 はいかに あ
らわすべ きかを知 らない。
ただ一人,彼 の遺 児が残 された。 い まは彼の この世にの こ したただ一人 の
形見がす ごやかに成長す ることをいのるのみであ る。
(東京大学教授46,12.2)
